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各意思決定者が各目的関数に対するファジィ目標をメ  

ンバシップ関数で規定した後、各意思決定者はお互いの  

メンバシップ関数の競合状況を考慮した何らかの満足解  

をみつけなければならない。本論文では、Laiの2レベ  

ル計画問題に対する定式化の場合と同様に、上位レベル  

の意思決定者は「最適化」よりはむしろ「満足化」を望  

んでおり、各メンバシップ関数に対して、最低限度満た  

すべき満足度レベルとして、α1＝（α11，…，α1んl）を主  

観的に設定するものとする。   

α1i一仙（ん（諾））≦0，豆＝1，… ，た1  （4）   

この時、下位レベルの意思決定者は、上位レベル意思決  

定者の設定した制約条件（4）を満たす範囲内で各メンバ  

シップ関数／旬（ん（諾）），J＝1，…，た2を何らかの意味  

で最大化しなければならない。このような解の候補とし  

て、上位レベルの意思決定者が主観的に設定する満足度  

レベルα1に依存して定義される、α1レベルM－パレー  

ト最適解の概念を導入する。  

【定義1】   

2レベル多目的計画問題に対して、   

〃封（ん（諾））≦ 〃2i（ん（訂＊）），豆＝1，‥・，た2   

となるような諾∈ガ（α1）が存在しない時、諾＊∈ズ（α1）  

をα1レベルM一パレート最適解という。   

ここで、ズ（α1）は、次式で定義される、上位レベル意  

思決定者の設定する満足度レベルα1に依存して定義さ  

れる実行可能集合である。   

∬（α1）＝（諾∈芳lα1i－〃＝（ん（諾））≦0，  

j＝1，…，たり  
（5）  

多目的計画問題に対するパレー ト最適解と同様、α1  

レベルMノ〈レート最適解は一般に無限個存在するので、  

下位レベルの意思疾走者はα1レベルMパレート最適解  

の集合の中から彼の満足解を導出しなければならない。  

満足解の候補は、各メンバシップ関数〃勾（ムj（〇）），J＝  

1，…，た2に対する希望水準（基準メンバシップ値）を主  

観的に設定すれば、次のミニマックス問題を解くことに  

より得られる。  

1 まえがき   

本論文では、上位レベルと下位レベルにそれぞれ位置  

づけられる二人の意思決定者が、それぞれ複数個の互い  

に相競合する目的関数を持つような、2レベル多目的計  

画問題を考察対象とし、非協力関係のもとで定義される  

Stackelberg解の概念に対して、協力的関係を前提とし  
て定義される、α1レベルMパレート最適解の概念を導  

入する。また、α1レベルM－パレート最適解の集合の中  

から満足解を導出するための対話型アルゴリズムを提案  

する。  

2  2レベル多目的計画問題の定式化  

と解の概念   

本論文では、各レベルの意思決定者が（単一目的では  

なく）相競合する多目的関数を有する、2レベル多目的  

計画問題について考察する。   

上位レベル意思決定者の多目的関数：   

nlinJl（諾）＝（ん（諾），ム2（諾），…，ムム1（ご））   （1）   

下位レベル意思決定者の多目的関数：   

minJ2（諾）＝（J21（ェ），ム2（可，…，ムた。（諾））   （2）   

Subject to   

ズ＝（霊∈月nl鋸（霊）≦0，j＝1，…，m）   （3）  

本論文で対象とする2レベル多目的計画問題における二  

人の意思決定者の間では、Stackelbergゲームにおける  

ような対立的な関係ではなく、下位レベルの意思決定者  

は上位レベル意思決定者の要求を受け入れ、上位レベル  

の意思決定者は下位レベルの意思決定者の満足度レベル  

を考慮するという、Lai（2）が考察した協調的な関係が成  

立しているものと仮定する。また、各意思決定者は各目  

的関数ん（諾），豆＝1，…，た1，み（諾），豆＝1，…，た2に対し  

て、あいまいな目標（3）を持ち、各ファジィ目標は，メ  

ンバシップ関数仙 （ん（諾）），豆＝1，…，た1〃封（ん（霊）），  

五＝1，…，た2により規定することができるものとする。  
（6）   mln〇∈ズ，〇p＋1∈月l£p＋1  
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の対話型アルゴリズムを以下のように構成することがで  

きる。  

［ステップ1 

上位レベル意思鱒走者と下位レベル意思決定者は、 

的関数の最小値および最大値等の情報を考慮して、各目的  

関数に対するメシバシップ関数仙（ん（諾）い；1，‥・，た1  

J↓2i（ん（㌶）），五＝1，‥・，た2を主観的に設定する。  

【ステップ2】  

上位レベルの意思決定者は、各メンバシップ関数に対す  

る初期満足度レベルα1‘，五＝1，‥・，た1を主観的に設定す  

る。下位レベルの意思決定者は、各メンバシップ関数に  

対する初期基準メンバシップ値を（毎1，毎2，…，毎。）＝  

（1，1，‥・，1）と設定する。  

【ステップ3】  

設定された満足度レベルα1i，宜＝1，…，た1と基準メン  

バシップ値に対するミニマックス問題を解く（もし、実  

行可能解が存在しない場合には、上位レベル意思決定者  

は、満足度レベルの値を適切に設定し直して、再度ミニ  

マックス問題を解く）。対応するα1・レベルMノ〈レート  

最適解、各メンバシップ関数値、メンバシップ関数間の  

トレードオフ比、さらに、上位レベル意思決定者の満足  

度と下位レベル意思決定者の満足度のバランスに関する  

指標∂を計算する。  

【ステップ4】  

上位レベルの意思決定者が現在のメンバシップ関数値と  

バランスに関する指標∂に満足で、かつ、下位レベル意  

思決定者が現在のメンバシップ関数値に満足ならば終了  

する。そうでなければ、次のステップに進む。  

【ステップ5】  

もし、上板レベルの意思決定者が、現在のメンバシップ  

関数値あるいはバラン子に関する指標∂に不満足な場  

合には、満足度レベルの値を更新して、ステップ3へ戻  

る云そうでなくて、もし、下位レベル意思決定者が現在  

のメンバシップ関数値に不満足な場合には、現在のメン  

バシップ関数値とトレードオフ比の情報を考慮して、・基  

準メンバシップ値を更新しステップ3人戻る。それ以外  

の場合、ステップ4へ戻る。  
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Subjectto   

α1i－仙（ん（諾））≦0，戎≦1，… ，た1   （7）   

紘一／旬（ん（ご））≦ち叶1，ブ＝1，‘… ，た2   （8）   

ミニマックス問題の最適解と叫レベル山一パレート  

最適解の間には次の関係が成立する。  

【定理1】   

諾＊∈ズ（α1）が、2レベル多目的計画問題のα1レ  

ベル型M－パレート最適解であるための必要十分条件  

は、‘が∈ズ（α1）が、ある基準メン／〈シップ値β2＝  

（ぬ，毎，…，触2）に対するミニセックス問題の・一意な  

最適解となることである。  

3 対話型アルゴリズム   

さて、上位レベルの意思決定者が満足度レベルα1i，盲＝  

1，‥・，た1を設定し、下位レベルの意思決定者が基準メン  

バシップ値声2＝（毎1，毎，…，β2ん。）を設定すれば、ミ  

ニマックス問題を解くことにより、上位レベル意思決定  

者の設定した満足度レベルが保証され、しかも、下位レ  

ベルの意思決定者の要求にある意味で近い解エーが・得ら  

れる。このとき、上位レベルの意思決定者は、得られた  

解に対する上位レベル意思決定者の満足度レベルと下  

位レベル意思決定者の満足度レベルのバランスに関する  

指標：  

Ininた1，‥・，ん2〃2i（ん（ごり）  
∂＝   

（9）  

ITlinた1，・・・，ん1／Jli（ん（エリ）   

と、現在の満足度レベルの値を考慮して、現在の満足度レ  

ベルα．－i，ま＝1，…，た1を変更すべきかどうか判断する。  

これに対して、下位レベルの意思決定者は二上位レベル  

意思決定者の要求を受け入れる⊥方、基準メンバシップ  

値を更新すること・により、より望ましい解を探索するこ  

とができる。ここで、メンバシップ値を更新する際の有  

益な情報と考えられる、各メンバシップ関数間のトレー  

ドオフ比は、得られた最適解諾■が主っの条件（2次の  

最適性の十分条件、1次独立制約想定、狭義の相補性）  

（1）を満たす場合、ミニマッ 

するラグランジュ乗数ベクトル入2＝（入21，…，入2ん。）を  

用いて次式で与えられるム  

∂J↓2i（ん（ェり）・＿入2J  
豆，j＝1，…，た2，宜≠J （10）   

∂／旬（血（諾り） 入2i  

以上より2レベル多目的計画問題に対して、上位レベ  

ルの意思決定者と下位レベルの意思決定者が互いに対話  

を繰り返しながら最終的に両者の満足解を導出するため  
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